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◇◇ 近畿病院図書室協議会 ◇◇

第２１［司 総 会 報 告

近畿病院図書室協議会第２１回総会は、１９９５年３月３０日（木）午後２時より、淀川キリス

ト教病院オリーブ棟３階会議室で開催された。当日の出席は３１機関、委任状提出機関は３５

機関であった。

白方誠禰会長の挨拶のあと、議長に重富久代（京都市立病院）、副議長に中嶋和子（西

宮市立中央病院）、書記に浜口恵子（高槻赤十字病院）の各氏を選出し議案審議に移った。

提出議案は７題でそれぞれ満場一致で可決された。

会長、事務局長は役員会で選出された現白方誠禰会長、現小田中徹也事務局長がそれぞ

れ承認された。役員改選では幹事ｌＯ名、会計監査２名が選出された。

総会に先だって特別講演「訪問看護について」（高沢洋子氏・淀川キリスト教病院）が

行われた。

議案日程

議案Ｉ 平成６年度活動報告

議案Ｈ 平成６年度会計報告・監査報告

議案ｍ 平成７年度活動方針

議案ＩＶ 平成７年度事業計画

議案ｖ 平成７年度予算

議案Ⅵ 役員改選

一小 憩一

議案Ⅶ 会長・事務局長承認

議案 Ｉ 平成 ６年 度 活動 報告

はじめに

現在、社会全般のリストラの波が医療界に

も浸透し、病院図書室においても前年来の業

務量の激増と人員への圧迫が目立っている。

そうした中で当協議会の会員数は増加の一途

をたどり、現在１０３機関の医療施設を数え、

病院における医学情報のネットワークとして

大きな期待がかけられている。

１９９４年は当協議会が設立２０周年にあたるこ

とから、これを記念するとともに、現在の病

院図書室を取り巻く状況の変化、今後の展望

を広く識者を招いて考える機会を持つことに

した。そのため、４月から企画案を練り会場

の確保をはかるなど準備作業をすすめた。ま

た、集会の案内としては初めてポスターを作

成し、全国の医学図書館をはじめ地区のネッ

トワークや図書館関連の機関にも配布するな
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ど、意図的に「病院図書室」の宣伝ＰＲ活動

をした。そしてこの記念行事を 「創立２０周年

記念フォーラム」とし、１１月 ９日、京都市国

際交流会館で開催した。当日は当協議会の内

外から約９０名の参加者があり、また、関 連団

体からの祝辞や祝電、関連業界からの参加や

展示など多くの方々に２０周年記念の行事を盛

り上げていただいた。

当フォーラムは３部で構成され、まず、啓

蒙的な意図をもって企画した「変化 の中の病

院図書室」をテーマとするシンポジウムでは、

５人のシンポジストを招いた。今後の病院図

書室の大きな課題となるであろうテーマにつ

いてそれぞれ報告と講演があり、予定時間を

大幅に超過しての盛り沢山の内容であった。

次に、特別記念講演には柏木哲夫大阪大学教

授を招き、「老いを考え死を学ぶ」と題する

講演をしていただいた。老齢化社会を 迎える

日本の医療を知る上でも、人生を知る上で も

感銘深い講演であった。夕方からの懇親会 に

は来賓や講師の先生方も交え 、和やかなうち

にもアトラクションが華を添えるなどはなや

いだ宴となった。

なお、当協議会発行の季刊雑誌『病院図書室』

１４巻４号１９９４年（１９９５年２月発行）も「創立

２０周年記念号」として発行し、祝辞や業績な

どの記念記事の他、特集記事「病院図書室に

求められる新たな機能」を掲載した。なお、

総合目録の改訂と協議会名称については今年

度 も未解決の大きな課題として残された。特

に総 合目録 の改訂 につ いては様 々な 要因が

あったにしろ、これを実現で きなかったこと

は残念であり、会員の皆様には深くお詫びし

なければならない。会員および編集に携わっ

てこられた方 々には申し訳ないことではある

がこれまでの集計データと編集作業を白紙に

戻し、来年度からは根本的に対策を立てなお

して、会員の期待に応えなければならない。

ところで、今年１月１７日に起きた阪神大震

災（兵庫県南部地震）は戦後最大の大惨事と

なった。会員においては幸い担当者は全員無
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事であったものの、全会員の約２割、１９の会

員施設では書架の倒壊や什器の損壊、資料の

散乱など、大きな被害を受けた。２月２２日現

在もなお、復旧や再建の見通しさえ立だない

会員機関もある。また、被災は少なかった会

員においても図書室担当者が病院機能の復旧

や被災者救援に従事し、図書館機能が停止し

た例も少なくない。

当協議会では地震の翌１月１８日、１月２５日

に予定していた第７２回研修会を中止すること

にし会員へ案内するとともに、１月２１日に西

宮市内にある会誌の印刷所を訪れ無事を確認

した。その後、１月２３日からは阪神地区の会

員へ被災状況を問い合わせた。１月３１日にそ

の集計内容を全会員に報告して、被災会員へ

の相互貸借での文献申込みの停止と積極的な

提供を促した。また、２月中旬からは事務局

・幹事が分担して一部ながら被災地域の会員

を訪れ状況の把握をはかった。なお、書架の

倒壊した１９施設の会員と、被害の大きかった

神戸大学附属図書館医学部分館と兵庫医科大

学図書館にはお見舞いとして金一封を包むこ

とにした。

この間、各地の病院図書室関係者の方々か

ら安否を気遣う問い合わせやお見舞いがあり、

病院図書室研究会からは当協議会宛に多額な

お見舞金をいただいた。また、会員間でも被

災地域の会員の安否の問い合わせや、支援の

申し出が相次いだ。これらのご厚情に心から

感謝するとともに、今後、協議会としても被

災会員の図書館機能の復旧には出来る限りの

支援活動をはかっていきたい。

Ｉ １

各事業部報告

Ｉ－１－１．研修部

〔第１［可名古屋地区勉強会］

日時：１９９４年５月２８日（土）１３：３０～１６：３０

場所：国立名古屋病院 図書室

会費：会 員 ５００円 非会員 ７００円

プログラム

１．相互貸借
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２．業務量増加に関する問題

３．雑誌の保存

４．その他

参加者：７名（うち非会員３名）

〔第７１回研修会〕

日時：１９９４年７月９日（土）１０：００～１６：００

場所：神戸市立中央市民病院５階５０１会議室

会費：会 員 １，０００円

非会員 １，５００円

プログラム

１．病院図書室の基本業務田単行書の整理

講師 林 伴子

（社会保険神戸中央病院）

２．病院図書室の基本業務（２）雑誌の整理

講師 田中 文子

（済生会兵庫県病院）

３．ビデオ上映

“生命を支える情報サービス

医学図書館”

４．相互貸借業務 一講義と実習一

講師 徳田 雅子

（大阪府立母子保健総合医療センター）

５．相互貸借業務 まとめ

講師 山室 真知子

（京都南病院）

参加者：２９名（うち非会員１名）

〔施設見学会〕

日時：１９９４年１０月１８日（火）１４：００～１６：３０

場所：大阪医科大学図書館

参加者：１２名

〔第７２回研修会〕

日時：１９９５年１月２５日（水）１０：００～１６：００

場所：淀川キリスト教病院

オリーブ棟３階会議室

会費：会 員 １，０００円 非会員 １，５００円

プログラム

１．オンライン，ＣＤ－ＲＯＭを使っての

文献検索

一効率のよい検索を行うためにー

４０

２

３

講師 伊藤 勝

（㈱サンメディア大阪営業所）

看護文献検索の指導法

講師 木下 久美子

（高山赤十字病院）

〔看護の基礎知識〕訪問看護について

講師 高沢 洋子

（淀川キリスト教病院）

（当研修会は、

中止した。）

１月１７日の震災により開催を

〔第７３回研修会〕

日時：１９９５年３月３０日（木）１０：００～１２：００

場所：淀川キリスト教病院

会費：５００円

プログラム〔事例・研究報告会〕

１．ＣＤ一ＣＯＭマニュアルについて

山崎 捷子（淀川キリスト教病院）

２．当院の文献依頼における代行サービス

の利用について

足立 郁子（小牧市民病院）

３．ＮＡＣＳＩＳ－ＩＲを利用して

木下 久美子（高山赤十字病院）

．４．Ｍａｃｈｉｎｔｏｓｈで稼働する ＤＩＡＬＯＧ版

ＭＥＤＬＩＮＥＣＤ－ＣＯＭ

小田中 徹也（国立京都病院）

座長 前田 元也（西淀病院）

参加者：２９名

年度当初の計画では、春に新任担当者向け

の基礎実務研修、秋に中堅担当者向け資料整

理の実務、そして年度末には事例報告会に代

わる企画として実務のステップアップを図る

という構想をもっていた。

さらに目標として、

１．会誌編集部との連携

２．名古屋地区研修会実行委員との連携

３．新入会員の研修会参加への要請

４．ビデオなどの視聴覚教材の活用

などをかかげた。

春の新任担当者向けの相互貸借業務を中心



とした基礎実務研修会は、無事終えることが

できた。しかし、研修部員自らが相互貸借業

務に追われる毎日で研修会企画に携わる時間

を確保するのが困難になり、計画の遂行は

遅々として進まなかった。

秋季は、２０周年記念事業と名古屋研修会と

の調整もあって、新館移転したばかりの大阪

医科大学図書館見学会のみ開催した。予定し

ていた中堅担当者向け資料整理の実務は、新

年１月に開催することとしたのだが、阪神大

震災により中止のやむなきに至った。このプ

ログラムは次年度以降に実施したい。

次年度は、年３回の定例研修会、小規模勉

強会、施設見学などを企画する予定である。

Ｉ－１－２．編集部

今年度は１４巻１号～４号を発行した。１４巻

４号は２ｏ周年記念号とし特集「病院図書室に

求められる新たな機能」と協議会の１５周年以

降の活動のまとめを掲載し、増ページとして

発行した。

今年度を総括すれば主な点は以下の通りで

ある。１．部長が交替した。２．編集作業の

業務の軽減、効率化をめざし、編集部員を増

員し２グループ制とした。３．編集方針を

「これまでの方針を引き継ぎ、より病院図書

室に根ざした図書館員に身近かな記事作りを

めざす」こととし努力した。４．発行日が大

幅（最高２ヶ月半）に遅れた、以上の４点で

ある。

１．各号の発行日、頁数、発行部数

１４巻１号（１９９４／３／２４発行） ５４Ｐ

１４巻２号（１９９４／７／８発行） ４６Ｐ

１４巻３号（１９９４／１０／１２発行） ３２Ｐ

１４巻４号（１９９５／２／１６発行）１０２Ｐ

３００部

３００部

３００部

３００部

２。発行経費

会誌１４巻１号～４号に要した費用は１，５１５，

０７０円であった。予算１，２００，０００円に対して，

３１５，０７０円の赤字である。これは，記念号の

発行をはじめ，各号とも予定より増ページと

病院図書室 Ｖｏｌ．１５ Ｎａｌ，１９９５

なったことなどが挙げられる。

３。広告収入

年間契約：ナカバ ヤシ（中頁 ・Ｂ５）３９，２７９円

サンメディア（裏表紙）８０，０００円

厚生社 （Ｂ ５％）２０，０００円

ベルブ ック（Ｂ ５） ４０，０００円

単発契約：ユサコ （Ｂ ５） １２，０００円

ポルケ （Ｂ５×３） ３６，０００円

計 ２２７，２７９円 ＿

４。編集体制

部員個々の日常業務量の増大、不安定な勤

務状況が続く中で、編集にかかわる実務量を

分担・軽減するために、今年度より部員を２

名増員し２グループ制とした。これによって

実務量は一定軽減されたと思われる。しかし、

まだまだ、部員個々の実務量は大きく、今後

も編集システムの改善が求められる。とりわ

け、出稿をフロッピーで行うなどレイアウト

や校正の省力化を実現していきたい。

その他、編集部員のレベルアップをはかる

ため、作業にかかわる部内の学習会を企画し

ていきたい。

編集会議は今年度３回、開催日等は以下の

通りである。

９４年４月２５日 淀川キリスト教病院

編集体制、編集方針の決定他

９４年８月１日 大阪逓信病院

記念号の発行他

９５年３月８日 住友病院

今年度のまとめ、来年度の方針他

５。編集方針

今年度の編集方針は「これまでの方針を引

き継ぎ、より病院図書室に根ざした図書館員

に身近かな記事作りをめざす」こととした。

具体的には、トピックスであるニュース記事、

新入会員紹介、図書館員の四季（増ページ）

をはじめ、特集記事でも「図書館員の自己啓

発」など、図書館員に身近な記事作りに努力

した。

－４１－
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来年度も引き続き、今年度の方針を継承し

より一層の内容充実に努力していく。

６。発行について

１４巻４号の２ヵ月半遅れを最高に、今年度

は発行の遅れが目立った。部内のシステムの

改善を中心に定期発行に最善の努力を行って

いく必要がある。発行形態はこれまでの形態

を継続していく。

了。今後の課題

今後の課題についてはこれまでに述べてき

たが、以下の２点に特に重点をおいて取り組

んでいきたい。

剛発行の遅れの改善

出稿のフロッピー渡しの実現をはじめ

とする部内のシステムの改善と、１年

間のスケジュールを整備し明確にする。

（２）編集体制の定着

部員個々の日常業務量が増大し、しか

も不安定な勤務状況の中で、編集体制

を維持することが極めで困難な状況に

ある。それぞれの実情を理解しあい、

実務を分散しながら協力して編集にあ

たっていきたい。

Ｉ－１－３．統計調査部

【重複雑誌目録の発行】

ａ．調査対象：１９９３年１－１２月発行の重複雑誌

ｂ．作業経過：１９９４．９．１ 調査用紙発送

（１００施設）

１９９４．９．２０回答締切

１９９４．１２．１日録発送

（１０１施設）

ｃ．参加施設：３２施設（参加率３２％）

ｄ．タイトル数：２３０誌（国内７３種 外国１５７種う

ｅ．発行経費：３０００円

＊調査時期を遅らせたが参加率（データ提

出率）は例年と変わらなかった。今後は

調査から発行迄の期間短縮に努めたい。

【図書室統計調査報告書の発行】

ａ。調査対象期間：１９９３年４月～１９９４年３月

ｂ．調 査 項 目：施設の現況／図書室施設・

建物／職員・組織／蔵書／

経費／整理業務／利用者サ

ービス／相互貸借／二次資

料の所蔵／広報活動／視聴

覚資料・所有機器

ｃ．作 業 経 過：１９９４．６．１５調査用紙を発送

（１００施設）

１９９４．７．１５回答締切

１９９４．９．１ 報告書の発送

（９９施設および他病院図書

室ネットワーク８機関）

ｄ．参 加 施 設：７２施設（参加率１２％）

ｅ．発 行 経 費：１３，０００円（１４０部）

＊調査用紙、報告書の形式を一部変更した。

来年度も同じ頃に調査を行いたい。例年、

督促されてから回答する施設があるが、

経費節約のため、締切厳守にご協力下さ

い。

ｆ．文献の相互貸借（協議会全体の件数）

一受付一

協議会加盟

協議会加盟外

上記区別無し

合 計

一依頼一

協議会加盟

ＪＭＬＡ加盟館

海外（ＢＬＤＳＣ等）

そ の 他

上記区別無し

合 計

７３４３件

８７８件

７５０件

８９７１件

７３９９件

９１８９件

３０件

２５４７件

３６８２件

２２８４７件

＊製薬会社の文献サービス自粛により、前

年度に比し受付は約３倍、申込は２．４倍に件

数が増加している。来年度は業者への申込状

況も明らかにしたい。

－ ４２－



Ｉ－１－４．創立２ｏ周年記念フォーラム

日時：平成６年１１月９日（１３：００－１９：３０）

会場：京都市国際交流会館

参加者：ＱＱ名（懇親会５３名）

プログラム：（資料：当日プログラム参照）

会計報告：

Ｉ．収入

会費 １５６，０００円

（２，０００円×７８人）

懇親会費 １７６，０００円

（４，０００円×４４人）

祝儀金 ４０，０００円

寄付金 １３，０００円

テレホンカード ５４，４００円

（８００×６８枚）

合計 ４３９，４００円＿

ｎ．支出

事務費 １４４，５０５円

カセットテープ（１，４００円）

写真代（１，００４円）

ポスター制作費（７２，１００円）

テレホンカード作成費（７０，０００円）

交通費（タクシー代） ２，１１０円

郵送費 ４０，４８０円

案内状発送費（３８，７３０円）

宅急便等（１７，５０円）

会場費 １５４，２７０円

会場使用料（７４，８００円）

吊看板等使用料（４０，１７０円）

演壇等使用料（３９，３００円）

講師謝礼・交通費 ２２２，０００円

謝礼（１１０，０００円）

交通費（１１２，０００円）

接待費（ティーラウンジ） ４，２７４円

パック飲料 ５，６００円

懇親会 ３３８，９６５円

食事代（２９８，３６５円）

琴演奏謝礼（２０，０００円）

琴セッティング代（２０，６００円）

合 計 ９１２，２０３円

Ⅲ．収入（４３９，４００円）一支出（９１２，２０３円）

＝▲ ４７２，８０３円

病院図書室 Ｖｏｌ．１５Ｎｏ．ｌ，１９９５

Ｉ－１－５．現行雑誌所在目録

１９９３年版の編集を１９９４年２月に終了し、５

月に発行できた。その発送時に次回１９９４年版

のデータ提出をお願いしたが、提出期限まで

に７割以上の機関からの提出があった。多忙

な中にあっても現行雑誌所在目録発行の緊急

性、必要性を認識していただけたということ

であり、編集委員としてその責任の重大性を

痛感させられた。

現在、新規入会機関の所蔵データをも含め

た編集作業を順調に進めているので、昨年と

同時期の発行予定である。

今回の１９９４年版への提出が諸事情でできな

かった機関には、次回１９９５年版からの参加を

お願いしたい。

Ｉ － ２ 組織活動について

Ｉ－２－１．幹事会

今年度は、定例６回の他に創立２０周年記念

事業の企画準備のために特別幹事会を５月に

開催した。次に示す日程のうち、主議題に各

事業活動については挙げなかった

回 日程 会場 主議題

① ９４／４／１４ 淀川キリスト教病院

幹事役割分担、２ｏ周年記念行事

特別 ９４／５／１１ 淀川キリスト教病院

創立２０周年記念行事の企画

② ９４／６／９ 国立京都病院

シンポジウムの企画

③ ９４／８／２５ 西淀病院

ポスター、テレカの作成等

④ ９４／１０／１３ 京都南病院

総合目録改訂の見直し

⑤ ９４／１２／７ 淀川キリスト教病院

記念フォーラムの総括

⑥ ９５／２／９ 国立京都病院

平成６年度の総括

－４３－
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近畿病院図書室協議会

創 立２０周 年 記 念 フ ォ ー ラ ム

日程 平成６年１１月９日（水曜日）

会場 京都市国際交流会館
〒６０６京都市左京区粟田口鳥居町２番地の１

ＴＥＬ．０７５－７５２－３０３１ＦＡＸ．０７５－７５２－３５１０

プログラム ーイベント・ホール（ＩＦ）において－

１３：００－１３：１０ 開会の挨拶

近畿病院図書室協議会会長 白方誠弼

１３：１０－１５：１５ シンポジウム「変化の中の病院図書室」

司会 田伏 薫 星ヶ丘厚生年金病院副委員長

小田中徹也 国立京都病院図書室

１）継続教育・臨床研修における病院図書室の役割
沢田真治 田附興風会北野病院臨床病理部長

２）アメリカにおける病院図書室：Ｍｔ．Ｓｉｎａｉ Ｈｏｓｐｉｔａｌの図書館を利用して

新島 京 国立京都病院脳神経外科 ．
３）病院図書室と図書館員の専門性

木下久美子 高山赤十字病院図書室
４）日本医学図書館協会と病院図書室

青木孝雄 日本医学図書館協会理事

自治医科大学図書館

５）インターネット・コンピューティングの紹介とそのバックグラウンド
辰巳治之 札幌医科大学解剖学助教授

ＪＣＲＮ幹事主催・ＪＰＮＩＣ運営委員
総合討論

１５：１５－１５：３０ 休憩

１５：３０－１６：３０ 特別記念講演「老いを考え死を学ぶ」

柏木哲夫 大阪大学人間科学部教授

淀川キリスト教病院名誉ホスピス長

司会 白方誠側 淀川キリスト教病院院長

１６：３０－１６：３５ 閉会の挨拶

近畿病院図書室協議会事務局長 小田中徹也

１７：００－１９：００ 懇親会一特別会議室（２Ｆ）においてー

事務局： 〒６１２京都市伏見区深草向畑町１

国立京都病院図書室 気付
近畿病院図書室協議会

ＴＥＬ．０７５－６４１－９１６１ ＦＡＸ．０７５－６４３－４３２５

４４



Ｉ－２－２．役員会

平成７年２月２２日、淀川キリスト教病院で

開催した。当日は会長の身内の方に震災によ

るご不幸があったため、代理として事務局長

の司会で始め、途中から会長の司会の下で会

を進めた。今回は役員病院の管理者も多忙な

ところが多く担当者のみの出席であった。ま

た、担当者も一部は被災によって出席できな

いなど、大震災による影響の大きい中で開か

れた変則的な役員会となった。

例年どおり今年度の活動・事業報告をおこ

なったが、来年度の活動方針と事業計画では、

被災会員への支援活動について専ら協議が集

中した。早急に支援体制をつくり、協議会と

して会員の協力を得ながら出来る限りの支援

をすることになった。また、来年度の会長と

事務局長には引続き、現会長（白方誠禰淀川

キリスト教病院院長）と事務局長（小田中徹

也国立京都病院図書室司書）が選出された。

１－２－３．会員の状況

会員数：１０３機関

（近畿外；３０機関、病院外 ノ

異動：入会；７機関

内訳（入会順）

３８００２松山市民病院

２８０２２ 公立八鹿病院

２６０１５三菱京都病院

２１００４大垣市民病院

２８０２３神戸市立西市民病院

３０００２和歌山生協病院

２８０２４西神戸医療センター

退会；なし

Ｉ－２－４．対外交流

近畿地区医学図書館協議会の第５９回例会

（５／１３ 大阪歯科大学）と第６０回例会（１１／１１

北野病院）には例年どおり当協議会から出席

した。しかし、平成７年２月７日の第１８回実

務者会議（大阪歯科大学）には大地震のため

出席できなかった。病院図書室研究会からは、

創立２０周年記念フォーラムでの祝金と阪神大

－４５

病院図書室 Ｖｏｌ．１５Ｎｏ．ｌ，１９９５

震災へのお見舞いがあった。また、創立２０周

年記念事業関連ではＪＭＬＡおよび関係者からの

祝辞や講師派遣などの協力を受けた。

このように、今年度の対外交流では創立２０

周年記念へのお祝いと協力、阪神大地震への

お見舞いと支援の申し出など、関連団体の温

かい支援や厚情を忘れることのできない年で

あった。

Ｉ ２－５．学会、論文発表

〔学 会 発 表 〕

田第１１回医学情報サービス研究大会

（６月 岩手）

製薬会社の文献情報サービス自粛の病院

図書室への影響の概要

京都南病院 山室真知子

（２）第１１回医学情報サービス研究大会

（６月 岩手）

病院図書室の相互貸借・文献検索・スラ

イド作成機購入について

ーこの１年間の動向一

京都南病院 山室真知子

（３）第１１回医学情報サービス研究大会

（６月 岩手）

ラウンドテーブル〔患者サービスの展開〕

京都南病院 山室真知子

（４）第３０回京都病院学会（６月 京都）

製薬会社の文献情報サービス自粛の影響

と病院図書室

京都南病院 山室真知子

西村 和代

（５）第３２回日本社会保険医学会（９月 千葉）

当院図書室における文献入手サービスの

現状

社会保険中京病院 大橋真紀子
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（６）第３２回日本社会保険医学会（９月 千葉）

相互貸借業務をめぐる現状と問題点

社会保険神戸中央病院 林 伴子

（７）第３２回日本社会保険医学会（９月 干葉）

医学中央雑誌ＣＤ－ＲＯＭの諸問題

星ヶ丘厚生年金病院 首藤 佳子

田伏 薫

（８）第４４回日本病院学会（１０月 横浜）

製薬会社の文献情報サービス自粛の影響

と病院図書室

京都南病院 山室真知子（共同演者）

〔論文執筆〕

（１）山村真知子（京都南病院）（共同執筆）

製薬会社の文献情報サービス自粛の病院

図書室への影響

病院５３（ｌｌ）：１０４４～１０４９，１９９４

（２）山村真知子（京都南病院）

製薬会社の文献情報サービス自粛による

影響 一病院図書室ネットワークによる

全国アンケート調査の分析一

情報管理３７（９）：７５９～７７０，１９９４

（３）小田中徹也（国立京都病院）

近畿病院図書室協議会紹介

図書館年鑑１９９４年度版 日本図書館協会

Ｉ

３ 会員委託サービスセンター

Ｉ － ３ － １ ＢＬＬＤセンター

（１９９４．２．１６～１９９５．２．１０）

１． クーポンの出納

前年度繰越クーポン

今年度支出クーポン

クーポン残り枚数

２． 現金の出納品

前年度繰越金 ３０，４４０円

今年度クーポン利用料２１，０００円

残 高 ５１，４４０円

３。 センターの利用状況

（１）利用件数 １０件（うち謝絶１件）

（２）利用した施設 ７施設

（内訳：大阪赤十字、松山赤十字、国立

大阪、府立母子センター、済生会兵庫、

済生会中津、小牧市民）

１－３－２．規格用紙サービスセンター

（省 略）

議案Ｈ 平成６年度近畿病院図書室

協議会会計報告・監査報告

（次 頁）

４３枚

－１０枚

３３枚

議 案 ｍ 平 成 ７年度 活動 方 針

「はじめに」でも触れたように、阪神大震

災による会員図書室の被災状況は私たち協議

会がかつて経験したことのない惨禍であった。

来年度はまず、被災した会員図書室の再建に

出来る限りの支援を講じていきたい。個々の

会員の中では図書室が厳しい状況下にあるこ

ととも思われるが、少しでも余裕のある会員

には支援への積極的なご協力をお願いしたい

と思う。

当協議会としても、会員の詳細な被災状況

と求められる支援内容、他方では出来うる支

援の範囲や内容・方法など、双方を把握し支

援体制を早急に確立していきたい。また会員

間の支援において資料整理や情報機器の設定

－４６－



平成 ６年度近畿病院図書室協議会会計報告

（収入の部）

病 院図 書室 Ｖｏｌ．１５Ｎｏ．ｌ．１９９５

単位 円

費 目 予 算 額 決 算 額 摘 要

前年度繰越金

会 費

事業収入

会 誌購読 会 費

雑誌総 合 目録

研 修 会 費

そ の 他

２周年記念

フォーラム

そ の 他

１，１９１，７１４ １，１９１，７１４

Ｈ２～４ １会員 ４５，０００

Ｈ５ ７会員 １４０，０００

Ｈ６ １０２会員 ２，０４０，０００

入会金 １０会員 １００，０００

Ｈ５ １会員 ６，０００

Ｈ６ ４７会員 ２８２，０００

第７０・７１回研修会会費

名古屋勉強会会費

会誌バックナンバー売上

参加費，懇親会費、他

銀行利息、広告掲載料

震災見舞金（病図研）

２，１７０，０００ ２，３２５．０００

１，１８８，５００ ８０３，０００

（ ２７６，０００）

（ ７７０，０００）

（ １４２，５００）

－

－

－

（ ２８８，０００）

（ Ｏ）

（ ４７，６００）

（ ２８，０００）

（ ４３９，４００）

２３９，１４０

合 計 ４，５５０，２１４ ４，５５８，８５４

－４７－
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（支出の部） 単位 円

費 目 予 算 額 決 算 額 差引増△減 摘 要

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会 誌 発 行 費

研 修 会 費

総 合目録改訂版

そ の 他 の 事 業

２０周年記念事業費

資 料 費

雑 費

８５，０００

９０，０００

１２０，０００

３００，０００

３，０４０，０００

６３，７５０

８９，６４４

１０８，９８０

２１２，７８０

２，７２１，７４６

２１，２５０

３５６

１１，０２０

８７，２２０

３１８，２５４

（△３１５，０７０）

（ １１４，６４０）

（ ８００，０㈱

（ １３０，８８７）

（△４１２，２０３）

９４，８６８

５５５，２１４

選挙・議案書費用

特別講演謝礼・交

通費

振込料，封筒印刷

ゴム印，年賀状

事務局，各部会連

絡，会員宛通信費

入会案内，他

監査，目録委員会

幹事会、各部会，

兵庫会員震災見舞

会誌１４巻（１，２，３，４）

印刷費，発送料，

図書券，他

第７０・７１回研修会

名古屋勉強会

見学会，他

年次統計調査発送

現行雑誌所在目録

作成・発送費，他

会場使用料、送料

謝礼，懇親会費他

ビデオ「医学情報

の達人」，ＢＬＬＤ目録

震災見舞金（£－１１機関）

（１，２００，０００）

（ ２４０，０００）

（ ８００，０００）

０ ００，０００）

（ ５００，０００）

１５０，０００

７６５，２１４

（１，５１５，０７０）

∩ ２５，３６０）

（ Ｏ）

（ １６９，１１３）

（ ９１２，２０３）

５５，１３２

２１０，０００

合 計 ４，５５０，２１４ ３，４６２，０３２ １，０８８，１８２

－４８



平成 ６年度 会計監査

病院図書室 Ｖｏｌ．１５Ｎｏ．ｌ，１９９５

単位 円

収 入 金 額 支 出 金 額

前年度繰越金

会 費

事業収入

会 誌 購 読 会 費

雑 誌 総 合 目 録

研 修 会 費

そ の 他

２０周年記念フォーラム

そ の 他

１，１９１，７１４

２，３２５．０００

８０３，０００

（２８８，０００）

（Ｏ）

（４７，６００）

（２８，０００）

（４３９，４００）

２３９，１４０

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会 誌 発 行 費

研 修 会 費

総 合 目 録 改 訂 版

そ の 他 の 事 業

２０周年記念フォーラム

資 料 費

雑 費

翌年度繰越金

６３，７５０

８９，６４４

１０８，９８０

２１２，７８０

２．７２１．７４６

（１，５１５，０７０）

（１２５，３６０）

（Ｏ）

（１６９．１１３）

（９１２，２０３）

５５，１３２

２１０，０００

１，０９６，８２２

合 計 ４，５５８，８５４ 合 計 ４，５５８，８５４

上記決算について は、会計監査を終了 しました。

平成 ７年３月２４日

など労力の提共には交通費の援助など、経済

的な面でも予算の許すかぎり負担したいと考

えている。いずれにしても来年度は「相互協

力活動」において従来よりも一歩踏込み、会

員各位の協力と支援を得て、被災した会員の

図書館機能の復旧と再建を最優先して事業を

進めたい。

ところで、協議会の継続事業では研修会の

開催と会誌『病院図書室』の発行、統計調査

－４９－

会計監査 伊藤りっ子

川内 一子

⑩

⑩

を主な事業としてきたが、これらについては

勿論従来どおり継続していかなければならな

い。ただし、ある程度は規模を縮小しながら

効果的な内容のものを目指さなければならな

いであろう。それは被災への支援のためだけ

でなく、各会員の置かれている厳しい状況か

らも事業担当者の負担軽減をはかる必要があ

るからである。

したがって、事業内容・運営方法の全般を
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再検討するとともに、新人の積極的な事業参

加を促すことを考えていきたい。特に、１９９０

年に着手した総合目録の改訂については、抜

本的に検討し直して現会員の現在の所蔵状況

を反映した総合目録の完成に向け再スタート

を切らなければならない。来年度は、例えば

協力活動のコンピュータ化やネットワークの

拡大のような新規の事業計画には残念ながら

着手できないであろう。しかし近い将来に期

待をかけ、この１年間、被災した会員の一日

も早い図書館機能の復旧と再建に、協議会一

同が貢献していこうではないか。

議案Ⅳ 平成７年度事業計画

２

阪神大震災による被災会員への支援

支援活動の組織化による情報提供と会員

間支援の調整、援助

医学文献情報活動の推進

「医学雑誌総合目録」改訂版発行の準備、

現行所在目録の発行

３。教育研修活動の継続

定例および兵庫と名古屋での研修会・勉

強会の開催

諸研究研修会への案内と参加奨励

４．出版広報活動の継続

会誌『病院図書室Ｊの季刊発行（ただし

１・２号は合併）

５．年次統計等の調査活動

年次統計と相互貸借の調査

重複雑誌目録の作成

議案Ｖ 平成７年度予算

（次ペ ージ）

５０

議案ＶＩ 役員改選

選挙管理委員により平成６年度役員改選が

行われ、幹事１０名と会計監査２名が選出され

た。新役員は以下のとおりである。

○幹 事

大橋真紀子（社会保険中京病院）

木下久美子（高山赤十字病院）

首藤 佳子（星ケ丘厚生年金病院）

田中 文子（済生会兵庫県病院）

徳田 雅子（大阪府母子保健総合医療

センター）

林 伴子（社会保険神戸中央病院）

前田 元也（西淀病院）

松本 純子（住友病院）

山室真知子（京都南病院）

山崎 捷子（淀川キリスト教病院）

○会計監査

伊藤りっ子

松原 康子

上川菜々子

（和歌山労災病院）

（藍野学院短期大学）

（大阪労災病院）

議案 Ⅶ 会長 ・事務局長承認

会長は白方誠佃氏（淀川キリスト教病院院

長）、事務局長には小田中徹也氏（国立京都

病院司書）がそれぞれ承認された。

以上をもって第２１回総会を閉会した。



（収入の部）

議案Ｖ 平成７年度予算案

（支出の部）

費 目 金 額

前年度繰越金

会 費

平 成 ７ 年 度

平成６年度未納

平成５年度未納

入会金未納Ｈ５

事業収入

会 誌購 読会 費

平成７年度

研 修 会 費

定 例 研 修 会

事 例 報 告 会

名古屋研修会

勉 強 会

そ の 他

そ の 他

１，０９６，８２２

２，０９０，０００

＠２０，０００×１０２

＠２０，０００×１

＠２０，０００×１

＠１０，０００×１

３９２，５００

（２７０，０００）

＠６，０００×４５

（１２２，５００）

＠ｌ，０００×３５×２

＠ ５００×３５

＠ｌ，０００×２０

＠１，０００×１５

合 計 ３，５７９，３２２

病院図 書室 Ｖｏｌ．１５Ｎｏ．ｌ，１９９５

単位 円

費 目 金 額 摘 要

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会 誌 発 行 費

研 修 会 費

総合目録改版

準備費

そ の他の 事業

資 料 費

雑 費

８５，０００

１００，０００

１２０，０００

５００，０００

１，８４０，０００

（１，２００，０００）

（ ２４０，０００）

（ １００，０００）

（ ３００，０００）

１５０，０００

７８４，３２２

選挙費用，議案書

費用，特別講演謝

礼，交通費

振込料，封筒印刷

年賀状印刷，他

事務局・各部会連

絡，会員通知用

役員会，幹事会，

各部会，ＪＭＬＡ近畿

地区例会，他

会誌「病院図書室」

１５巻１－４号印刷，

送料，執筆料

定例研修会２回，

事例報告会，名古

屋研修会，勉強会

雑誌総合目録改版

（国内・外国編）

年次統計報告Ｈ６年

重複雑誌目録Ｈ７年

現行雑誌所在目録

医学洋書総合目録

慶弔費，接遇費，

支援活動等，

その他

合 計 ３，５７９，３２２

５１－




